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新世代奉仕活動月間に寄せて

ガバナーメッセージ

ガバナー　森 本 信 一

青少年奉仕部門地区委員長紹介

「新世代」とは、ロータリーファミリーの最も若い人 を々指
し、その多くは、青少年や若者を対象としたロータリーのプロ
グラムへの参加者たちです。
「新世代」という言葉は、ルイス・ビセンテ・ジアイ元ＲＩ会長
が初めて使いました。若い人々に、ロータリーのプログラムと
活動にもっと参加してもらうことこそ、ロータリーの将来を確か
なものにするためのカギであると確信しておられました。1996
年のカルガリＲＩ国際大会でジアイ元ＲＩ会長は、
「成功と失敗を分かつ要素は、未来へのビジョンです。こ
れは、かつてないほど、真実であると言えます。新世代は未
来への投資です。今日から未来を築き上げようではありませ
んか!!」と熱く語りかけられました。
2010年には「新世代奉仕」はロータリーの第5の奉仕部
門になりました。
そして、2013年には「青少年奉仕」と呼称が変わりました。

青少年奉仕活動には次の4つの部門があります。
・インターアクトクラブは12歳～18歳の青少年による奉
仕クラブです。
・ローターアクトクラブは18歳～30歳までの青年による
奉仕クラブです。
・ロータリーの青少年交換は15歳～19歳までの学生を
最高1年間相互に海外で留学するためのプログラムで
す。
・ＲＹＬＡ（青少年指導者育成プログラム）は14歳～30歳
までの青少年や若者のための研修プログラムです。

この4つの部門に対して国際ロータリーは、ロータリーの活
動に参加するする全ての青少年のための安全な環境をつ
くり、これを維持するように努めるために、ロータリアン、その配
偶者、その他のボランティアは、接する児童、青少年の安全
を考え、肉体的、性的、精神的な暴虐から彼らを守るための
最善をつくす責務があるとの声明を出しています。
第2690地区では、4つの青少年奉仕部門すべてに活発

な活動がなされており、彼らを保護するための「地区危機管
理委員会」も設置されております。
私は、本年度の地区目標の一つに、青少年奉仕活動の
活性化を挙げています。
各々の部門の地区委員長を中心にして、活力ある青少
年奉仕活動に取り組もうではありませんか！

国際ロータリー第2690地区 もり 　  もと 　　しん　   いち

（津山ＲＣ）

川 上 昌 俊
インターアクト委員長

長谷川  隆 嗣
ローターアクト委員長

近 堂 申 洋
青少年交換委員長

日 笠 晴 夫
新世代RYLA委員長

髙 矢 滿 雄
危機管理委員長

（第8グループ補佐）
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地区インターアクト委員長　川上 昌俊

2013～2014年度国際ロータリー第2690地区　第37回インターアクト地区大会　報告

大会テーマ「白壁のまちから拡がるボランティアの精神（こころ）」
日 時：平成25年7月27日（土）～28日（日）　会場：くらしき山陽ハイツ
主催：国際ロータリー第2690地区インターアクト委員会
ホストRC：倉敷ロータリークラブ
ホスト IAC：水島工業高等学校インターアクトクラブ
コ・ホスト IAC：関西高等学校 IAC､興陽高等学校 IAC､岡山理大附属中学高等学校 IAC
 岡山学芸館高等学校 IAC､岡山県共生高等学校 IAC､就実高等学校 IAC
 おかやま山陽高等学校 IAC

インターアクト地区大会を終えて

第37回インターアクト地区大会が、去る7月27日～28日に
かけて水島工業高等学校をホスト校とし、ホストRCを倉敷
RCとして、くらしき山陽ハイツで「白壁のまちから拡がるボラ
ンティアの精神（こころ）」の大会テーマのもと、地区内17校
のインターアクトクラブメンバー88名、顧問教師34名、ロータ
リアン43名の総勢165名の参加者で盛大に開催されまし
た。
まず初めに行われた開会式では、御多忙の中、岡山県
副知事、倉敷副市長を来賓にお迎えし、水島工業高等学
校インターアクトクラブの生徒やコ･ホスト校の生徒諸君のき
びきびした進行のもと、インターアクトにふさわしい厳かな式
典が挙行されました。
初日のプログラムは、記念プログラムとして倉敷の近代史

に大きな足跡を残した「大原孫三郎」の功績をたどった、
「大原孫三郎の遺産」というDVD鑑賞、続いて元クラレ専
務取締役、現在㈳山陽技術振興会会長の安井昭夫氏に
よる、「大原孫三郎・總一郎と倉敷」という演題の講演で詳

しく大原孫三郎さんの残した遺産について勉強しました。
続いて体験学習としてバスで会場を移動し、大原美術館

と白壁のまち美観地区を散策、大会テーマでもある「白壁の
まちから拡がるボランティアの精神（こころ）」を見つけに行き
ました。そして夜は山陽ハイツに戻り、交流会で仲間作りをし
ました。
2日目は、1日目で勉強、体験したことを班別会議、全体会
議（班別会議報告）、と熱心に意見を交換、発表していまし
た。私が感じた事は、A班～H班の班別会議での司会進行
役の生徒たちは、とても落ち着いていて上手に意見を引き
出していました。そして全体会議での班別発表でも短時間
に多くの意見を要領よくまとめ、皆にわかりやすく、自分の考
えもうまく表現し、発表していました。
続いて、各クラブの日ごろの活動状況を代表6校のメン

バーが発表しました。中には外国との有意義な交流もあり、
改めてインターアクトクラブの素晴らしさを実感すると共に、2
日間の地区大会で得た貴重な経験を生かして、地域や国
際社会のリーダーとして活躍してくれることと確信いたしまし
た。
最後になりましたが、本大会の開催にあたり御尽力いた

だいたホスト校の水島工業高等学校をはじめ、ホストRCの
倉敷ロータリークラブの皆様、各校インターアクトクラブの皆
様、各学校顧問教師の皆様、その他大変多くの皆様にお
世話になりました。心から御礼申し上げます。今後のインター
アクトの活動にも引き続き御支援の程よろしくお願いいたしま
して、地区インターアクト委員会を代表しての大会報告とさ
せていただきます。
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ガバナー公式訪問だより

益田

浜田

江津

大田

出雲

大社

平田

松江

境港

隠岐西郷

米子 倉吉
鳥取

智頭

美作
津山

備前
岡山

牛窓

玉野

総社
井原

高梁

新見
真庭

倉敷
笠岡

玉島
児島

2013年7月4日（木）　倉敷国際ホテル
●会　員　数 ：　90名（2013年6月）　●創立63年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：地区と同じ
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。　
・秋山会長以下ロータリー活動について意欲的で知識も
豊富。
・90名の大幅増強を達成、且つ高い出席率を維持されて
いるのは「素晴らしい」の一言に尽きる。　　　　
・備南地区きっての名門クラブで、威厳と伝統が感じられる
一方はつらつとした雰囲気も感じられた。
◎特 記 事 項
ロータリーソング斉唱時全員中央を向かい、友好を確認
する。（森本の姿勢が悪く、注意を受けた。反省！！）

2013年7月5日（金）　アークホテル岡山
●会　員　数 ：　60名（2013年6月）　　●創立45年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：
　「あなたのために、そしてわたしのために」
　～すべてにおもいやりのこころを～
●「サクセス・ジャパン大作戦」紹介レター：1通（深謝）
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・安永会長以下ロータリー活動について意欲的で知識も
豊富。　
・女性会員も副会長以下数名おられ非常に和やかな雰囲
気。クラブテーマにもなごやかさが良く表れている。
・小林パストガバナーのカラーが随所に感じられ、大変几帳
面なクラブと拝察。
・インターアクトクラブの育成と増強に輝かしいものがある。
  （浅野ガバナー補佐のご活躍）
◎特 記 事 項
「りゅうそう整形外科」角南先生に大変お世話になりまし
た。

第1陣 倉敷ロータリークラブ 第2陣 岡山西南ロータリークラブ
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2013年7月9日（火）　ホテルセントパレス倉吉
●会　員　数 ：　58名（2013年6月）　　●創立60年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：「with win rotary」
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・平会長以下ロータリー活動について意欲的で知識も豊
富。
・随所に伊藤パストガバナーカラーが出ており、先進性が感
じられる。　　　　
・伊藤パストガバナーと沖会員のリーダ－シップにより完全Ｃ
ＬＰ化実施2年目。当地区の模範であり、継続を期待した
い。
◎特 記 事 項
1昨年の地区大会は、大変印象深い大会でした。
お世話になり、ありがとうございました。

2013年7月10日（水）　ホテルグランビア岡山
●会　員　数 ：　106名（2013年6月）　　●創立80年

●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：地区と同じ
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。　
・地区内最古の大規模クラブ。法人会員が多いが、まとまり
がとても良い。
・洗井会長以下ロータリー活動について意欲的で知識も
豊富。　　　
・地域に根差した活動が豊富で、大規模クラブながら活動
に新鮮味がある。
・過去4名のガバナーを輩出され、近い将来「新しいガバ
ナー」の期待大。
◎特 記 事 項
パソコン設定不備のため例会に遅れが生じた。（当方の
不手際、深謝）

2013年7月11日（木）　岡山プラザホテル
●会　員　数 ：　87名（2013年6月）　　●創立45年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：敬上慈下（きょうじょうじげ）
　～ロータリー家族愛を進化させよう～
◎ガバナー所感　
・ 会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・ 石井会長以下ロータリー活動について意欲的で知識も
豊富。　　　
・ 古武士の風貌をほうふつさせる石井会長の存在感大。
・ 舟橋幹事の「本年度運営上の申し合せ事項、並びにお
願い」が印象的。クラブ運営に対する姿勢が表れている。
◎特 記 事 項
前日,岡山東ＲＣのお誘いで、県南18クラブ会長幹事会に
出席。
その後、石井会長のお供で歌の練習にも参加。深謝。

第3陣 倉吉ロータリークラブ

第5陣 岡山東ロータリークラブ

第4陣 岡山ロータリークラブ
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2013年7月12日（金）　出雲ロイヤルホテル
●会　員　数 ：　61名（2013年6月）　　●創立41年
●ロータリーモメント発表：　1名
●クラブスローガン（テーマ）：「今を生きる」
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・打田会長以下ロータリー活動について意欲的で知識も豊
富。　　
・女性会員が多数おられ、男子会員のご婦人との交流もユ
ニーク。
・地域と密着した活動が継続的に行われていることに敬意
を表したい。
◎特 記 事 項
例会終了後の定例お茶会に招待いただき深謝。

2013年7月12日（金）　米子全日空ホテル
●会　員　数 ：　60名（2013年6月）　　●創立61年
●ロータリーモメント発表：　1名
●クラブスローガン（テーマ）：「人・人・人」

（人と出会い、人に教わり、人に尽くす）「ロータリーは人が主
役」
◎ガバナー所感　
・松本会長以下ロータリー活動について意欲的で知識も豊
富。
・米子地区きっての名門クラブ。法人会員、地元の名士の
方が多い。
・新世代奉仕でＲＡ、ＩＡ両方の活動を実施している地区
内数少ないクラブ。
  （継続活動をお願いしたい）
・含蓄のあるクラブスローガンで、会長の「人」への情熱が
伝わってきます。
・女性会員も数名おられ和やかな雰囲気。
◎特 記 事 項
「社会奉仕の歩み」がイラストで表示されているのはわか
り易くユニーク。

2013年7月16日（火）　岡山全日空ホテル
●会　員　数 ：　155名（2013年6月）　　●創立56年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：「もっとホットな南風」
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・地区内最大会員155名を有する大規模クラブであるが、
会長、幹事、２名の副会長がクラブをしっかり把握、ロータ
リー活動について意欲的で知識も豊富。
・女性会員が10％（15名　地区内最大）おられ、後方がか
すむほどの大会場だが和気あいあいとした和やかな雰囲
気。
・クラブスローガンが何ともユニーク。会長のお人柄がにじむ。
◎特 記 事 項
活動面、資金面あらゆる面で「数は力なり」を実感。
「素晴らしい」の一言に尽きる。

第6陣 出雲南ロータリークラブ

第7陣 米子ロータリークラブ

第8陣 岡山南ロータリークラブ
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2013年7月16日（火）　竹　亭
●会　員　数 ：　36名（2013年6月）　　●創立50年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：「原点回帰、未来への奉仕」
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・創立50周年を迎える第8グループでは津山RCに次いで
歴史と伝統のあるクラブで、地域と結びついた独自の奉
仕活動が非常に活発。特に腕白サッカー大会の長年の
継続は素晴らしい。
◎特 記 事 項
会長幹事会の会場が和室、ぐっと近親感がでた。
また、例会後の懇親会設営に深謝。

2013年7月17日（水）　益田商工会議所
●会　員　数 ：　31名（2013年6月）　　●創立36年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：
   「ロータリーを学んで、いい人生を」

◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・クラブ員数31名の中規模クラブであるが、次期ガバナー
輩出クラブとしてのプライドが感じられた。第5グループの
中核的存在。
・会長、幹事がクラブをしっかり把握され、ロータリー活動に
ついて意欲的で、知識も豊富。
◎特 記 事 項
素晴らしいガバナーエレクト事務所を開設。
松本ガバナーエレクトの熱意と意気込みが感じられる。

2013年7月17日（火）　パレス和光
●会　員　数 ：　29名（2013年6月）　　●創立45年
●ロータリーモメント発表：　1名
●クラブスローガン（テーマ）：地区と同じ
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・公式訪問に合わせ新入会員3名の入会式を実施。ガバ
ナーにバッジ取着けの栄誉を頂いた。
・会員増強最重点主義での体制。かつ実績も上げている。
室谷会長の強力な個性と指導力に敬意を表する。
◎特 記 事 項
公式訪問初の宿泊地。部屋に生花が飾られてあり、細か
いお心遣い、また盛大な懇親会に深謝。

第9陣 美作ロータリークラブ

第10陣 益田西ロータリークラブ

第11陣 江津ロータリークラブ
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2013年7月18日（木）　ホテル一畑
●会　員　数 ：　57名（2013年6月）　　●創立27年
●ロータリーモメント発表：　1名
●クラブスローガン（テーマ）：地区テーマと同じ
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・クラブの運営計画は非常にしっかりしている。増強の長期
計画が印象的。
・男性会員のみであるが、明るく、なごやかな雰囲気。
・親睦活動が非常に活発。そのためクラブの雰囲気がなご
やかなのかもしれない。
◎特 記 事 項
松江と津山はいずれも結城秀康の直系で、親藩大名。
松江の方が、立藩が早かったので兄貴分になります。

2013年7月18日（木）　ホテルサンルート米子
●会　員　数 ：　34名（2013年6月）　　●創立21年
●ロータリーモメント発表：　1名
●クラブスローガン（テーマ）：地区テーマと同じ

◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・クラブ創設以来継続している「一日無料相談」はユニーク
な活動。
・若いクラブではあるが地元との交流が盛んで、活動的な
クラブとの印象がある。
・女性会員もおられ、なごやかの雰囲気。
◎特 記 事 項
当方の不手際でスマイル準備したもののお渡しできず後
日持参。深謝いたします。

2013年7月19日（金）　ホテルニューオータニ鳥取
●会　員　数 ：　52名（2013年6月）　　●創立33年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：地区テーマと同じ
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・クラブの運営計画は非常にしっかりしている。
・特に会員相互の親睦活動に重点を置いている姿勢が素
晴らしい。
それをバックアップする同好会活動が多いのも特徴である
と感じた。
◎特 記 事 項
鳥取道開通により津山～鳥取は1時間強で行き来できる
ようになった。
地区事務所にもどうぞおいでください。

第12陣 松江東ロータリークラブ

第13陣 米子中央ロータリークラブ

第14陣 鳥取西ロータリークラブ
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特集　地区協議会プログラム　
点　　鐘 ガバナー･エレクト 森本 信一
開会の言葉 次期地区代表幹事 脇 利幸
国歌「君が代」斉唱
ロータリーソング｢奉仕の理想」 ソングリーダー 髙橋 寿治
ご来賓紹介 ガバナー･エレクト 森本 信一
次期地区研修リーダー紹介
次期ガバナー補佐紹介
次期地区役員紹介
ガバナー挨拶 ガバナー 森田 昭一郎
次期地区研修リーダー挨拶 次期地区研修リーダー 小林完治
地区代表幹事報告 地区代表幹事 井上峰一
地区会計長報告 地区会計長 虫明 優
ガバナー・エレクト基調講演 ガバナー･エレクト 森本 信一

2011-2012 年度ロータリー財団認証バナー贈呈 直前ガバナー 伊藤文利
ガバナー・ノミニー紹介 ガバナー・エレクト 森本信一
2012‐2013 年度ガバナー・ノミニー挨拶 ガバナー・ノミニー 松本祐二
次期地区代表幹事挨拶 次期地区代表幹事 脇 利幸
次期地区会計長挨拶 次期地区会計長 須江英典
謝　　辞 ガバナー・エレクト 森本信一
2013-2014 年度　地区大会について 次期地区大会実行委員長 浮田芳典
閉会の言葉 津山 RC次期会長 河本秀生
点　　鐘 ガバナー・エレクト 森本信一

2013.4.28

2013年7月22日（月）　松江東急イン
●会　員　数 ：　66名（2013年6月）　　●創立53年
●ロータリーモメント発表：　2名
●クラブスローガン（テーマ）：地区テーマと同じ
◎ガバナー所感　
・会場設営、例会運営、時間配分、申し分なし。
・クラブの運営計画は非常にしっかりしている。増強の長期
計画が印象的。
・女性会員もおられ明るく、なごやかな雰囲気。
・本年新しく企画された「小学生卓球大会」の継続活動を
期待します。
◎特 記 事 項
「歴史ある松江の地で、ご縁の輪を一つずつ繋ぎ、広げ
る為に奉仕活動をしてきたクラブ」。クラブの特徴が凝縮
された言葉だと思います。

第15陣 松江南ロータリークラブ
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特集　地区協議会 2013.4.28　　

地区協議会開催にあたって
ガバナー　森 本 信 一

地区協議会の目的は、「ロータリークラブの次期指導者

が任務に備えるために研修を提供することであり、その参加

者は、クラブ会長エレクト、及び次期ロータリー年度に指導

的役割を果たすよう会長エレクトから指名されたロータリーク

ラブ会員である。」（手続要覧）となっています。

既に会長エレクトの皆様はＰＥＴＳにて次年度会長として

の研修を受けられ、クラブ運営につき戦略を練っておられる

ものと思います。

地区協議会で最も重要なのは「部門別協議会」で、会長

エレクト、次期幹事、次期クラブＲ財団委員長、次期5大奉

仕委員会委員長がそれぞれのテーマで議論を深め、カウン

セラーの御意見を聞き、クラブ運営に反映することだと考え

ております。

ロンＤ．バートンＲＩ会長エレクトはＲＩテーマを「ロータリーを

実践し　みんなに豊かな人生を」（Engage Rotary 

Change Lives） と定められました。非常に分り易く、含蓄に

富んだテーマで、私は大変感動いたしました。次年度は地

区テーマを特に定めず、ＲＩテーマを地区でそのまま使用し、

クラブの皆さんでその本意を考えたいと思います。

次年度はＲＩも節目の年となります。キーワードとしては

「ロータリーのビジョン」、「戦略計画」、「中核となる価値観」、

「ロータリーモメント」、「会員増強とSAKUJI作戦」そして

ロータリーの綱領改め「ロータリーの目的」です。

2013-2014年度を充実した年度とするために次期ガバ

ナー補佐の方 を々はじめクラブの皆さんと共に全力投球を

する所存です。

今回の地区協議会が実り多いものであることを願い、ご

挨拶と致します。

国際ロータリー第2690地区
2012-2013年度ガバナー・エレクト

部門別協議会
部 門 カウンセラー リーダー 副リーダー
会 長

幹 事

ロータリー
財 団

新 世 代
奉 仕

クラブ・
職 業 ・
社 会 ・
国際奉仕

ガバナー 森田昭一郎 （倉敷ＲＣ）

パスト・ガバナー 延原　正 （岡山南ＲＣ）

直前ガバナー 伊藤文利 （倉吉ＲＣ）

パスト･ガバナー 小林完治 （岡山西南ＲＣ）

パスト･ガバナー 葛尾信弘 （松江東ＲＣ）

ガバナー･エレクト 森本信一 （津山ＲＣ）

次期地区代表幹事 脇　利幸 （津山ＲＣ）

次期ガバナー補佐 金山博眞 （米子南ＲＣ）

次期ガバナー補佐 落合清三 （井原ＲＣ）

次期ガバナー補佐 糸島達也 （岡山東ＲＣ）

ガバナー・ノミニー 松本祐二 （益田西ＲＣ）
次期ガバナー補佐 田邉賢二 （鳥取北ＲＣ）

次々期地区代表幹事 須山羚治 （益田西ＲＣ）
次期ガバナー補佐 大谷公夫 （松江ＲＣ）

次期ガバナー補佐 吾郷紘一 （出雲南ＲＣ）
次期ガバナー補佐 大源富夫 （江津ＲＣ）

次期ガバナー補佐 中田利幸 （倉敷水島ＲＣ）
次期ガバナー補佐 髙矢滿雄 （津山西ＲＣ）

次期ガバナー補佐 藤原健補 （岡山旭川ＲＣ）
次期ガバナー補佐 浅野敏美 （岡山西南ＲＣ）
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特集　地区協議会 2013.4.28　

カウンセラー 森田昭一郎 （ガバナー）
リ ー ダ ー 森本　信一 （ガバナー･エレクト）
サブリーダー 松本　祐二 （ガバナー・ノミニー）
サブリーダー 田邉　賢二 （次期ガバナー補佐）

　第２６９０地区の次期会長６２名が６テーブルに分かれ、

下記の３課題について議論した。１時間２０分の短時間で

あったが、活発に討論され、様々な解釈、意見が開陳され

た。要約すると次のとおりである。

1．RIテーマについて
　「ロータリーの原点に戻り、職業を通しての奉仕、超我の

奉仕を実践しよう」と理解される。

第２６９０地区においては、地域ごと、また各クラブごとに実

情が異なるため、各クラブ会長がそれぞれ現状に則した

テーマを設定し、奉仕活動を通じて会員自身の内面の向上

と充実を図り、クラブの活性化とロータリー会員であることを

実感するように努める。

2．会員増強・会員維持の取り組みについて
　（地区最重点目標）
　５％の増強計画を立案し、各クラブ２～５名増の目標を立

てる。その実現のため、次のような取り組みを行う。

　・入会候補者リストをクラブの全会員で作成。会員増強

委員会を司令塔に、会長、幹事をはじめとする最適の複

数交渉人を立て、交渉を粘り強く継続する。

　・新入会員に対する話しかけなどフォローアッププログラム

を実施し、ロータリーを楽しむ雰囲気を醸成する。

　・女性会員の増強に力を入れる。

　・会員増強に成功したクラブの方法を学び、実行する。

　・例会のマンネリズムを防ぎ、楽しい卓話や食事などの改

善に努め、退会を防止する。

　・未充足職種の充実を急ぐ。

３．公共イメージの向上について（地区重点目標）
　陰徳を積むかつての日本型奉仕活動から、時代の変化、

世界の情勢変化に対応して、ロータリークラブの奉仕活動

を積極的に社会にアピールすることが必要となってきた。

　このことは会員増強とも密接に関係している。従って各ク

ラブ共に地域性、クラブの置かれた状況によって、それぞれ

次のような特色ある活動が行われ、地元マスメディアに積極

的に取材してもらっている。

　・景観保全をテーマに、環境問題を取り上げた地域密着

のイベント

　・夢計画の実施として東日本震災被災家族との交流

　・小学生を対象とした盲導犬の啓蒙活動プロジェクト

　・クラブと大学との連携による、中学生対象の「科学する

心を育てる」や「Save the Love 命の大切さ」の中学校

への出前講座など。

会長部門
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カウンセラー 延原　　正 （パスト・ガバナー）
リ ー ダ ー 脇　　利幸 （次期地区代表幹事）
サブリーダー 須山　羚治 （次々期地区代表幹事）
サブリーダー 大谷　公夫 （次期ガバナー補佐）

1. ◎会員増強

・人口減、経済状況悪化の影響で会員拡大が非常に

難しい地区とそこまでではない地区と明暗が分れた。

拡大については下記。

・JC・中小企業家同友会・商工会議所青年部のOBや

関係者への働きかけ。

・女性会員への働きかけ。その場合は複数同時良い。

又医院の奥様入会のクラブ有り。

・拡大に熱心なのは、どのクラブでも一部の役員に限ら

れているので、拡大月間や拡大週間を設けるなど、全

会員の会員拡大への意識向上とアクション必要。

・入会候補者に対して、ロータリーへの理解を高める工

夫が必要である。

◎会員維持

・楽しく出易い例会にするための工夫が必要であると

の意見が多く出された。

・親睦を図るための夜間例会、IDMの開催や同好会

実施の必要意見多数。

・退会防止のための担当理事設置。家族ぐるみの親

睦会開催の意見あり。

2. 公共イメージ向上の取組み

・新聞・地元ケーブルビジョンなどへロータリー情報を積

極的に流す。

・清掃活動・青少年健全育成プログラム等の奉仕活

動を積極的にアピールする。

・外部への強力な情報発信として、各クラブがホーム

ページを充実させる。

3.米山記念奨学生事業について

・大変意義のある重要な事業であるとの共通認識が

あります。

・実施においてはクラブ環境によりまちまち。国に偏りが

あるのでは？更に国を拡げるべしという意見あり。

・受入れ終了後も定期的に連絡のとれる仕組みが必

要ではないか。

※最後に延原正パスト・ガバナーより、幹事としての心構え

についてご示唆を頂戴した。

特集　地区協議会 2013.4.28　
幹事部門
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カウンセラー 伊藤　文利 （直前ガバナー）
リ ー ダ ー 金山　博眞 （次期ガバナー補佐）
サブリーダー 吾郷　紘一 （次期ガバナー補佐）
サブリーダー 大源　富夫 （次期ガバナー補佐）

1.クラブの奉仕活動の取り組みについて　

・親睦等をふまえた活動。楽しく役に立つ例会作り。

例）地域活動に合わせて家族を呼ぶ。これにより会員

増強の一助となる。復興支援のために、ランチを質素に

し、復興支援に使う。

・会員増強、定着。女性会員は一人ではなく、二人以上

いた方が良い。会員増強という面ではなく、女性会員を

増加させること自体に意味がある。例会の工夫が必

要。

２.職業奉仕活動の取り組みについて

・公共イメージの向上について

1.「無料相談会実施」米子中央ＲＣは10年以上の取り

組みで会員増強へ結びつける。

2.「職業奉仕賞」毎年新聞で発表

3.「人間ドッグ」結果が出るまではドクターの話を聞く

・職場訪問、職場表彰、メディア訪問　⇒　例会での

フィードバック

　

３.社会奉仕活動の取り組みについて

・新地区補助金を使って活動したが、継続できないのが

残念。

４.国際奉仕活動の取り組みについて

・米山、海外との交流（留学生援助、料理教室、医療補

助）だが、お互いの理解が充分ではなくその後の交流も

ない。コミュニケーションがとりにくい。

・姉妹クラブを作る…インターネットで調べて海外のクラブ

や海外の子供たちと交流。

【伊藤ＰＧ講評】

真面目な討議に感激。

ロータリーは勉強にはじまり勉強に終わる･･･を繰りかえす。

入りて学び出でて奉仕せよ

先進国のロータリアンに必要なこと＝チェンジ

「環境に適応することが生きてゆくこと」ダーウィン

ＲＩの目的⇒人道主義

四大奉仕部門 クラブのコアになる人達

ＣＬＰ

新地区補助金⇒少し変えて、継続事業へ⇒可能性「もっと

申請して欲しい。」

国際奉仕⇒留学生のホームステイ

特集　地区協議会 2013.4.28　
クラブ・職業・社会・国際奉仕部門
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カウンセラー 小林　完治 （パスト･ガバナー）
リ ー ダ ー 落合　清三 （次期ガバナー補佐）
サブリーダー 中田　利幸 （次期ガバナー補佐）
サブリーダー 髙矢　滿雄 （次期ガバナー補佐）

ロータリー財団部門では、リーダーの落合清三第6Gガバ

ナー補佐による全体司会で会議が始められました。

最初に、Ｑ１）新たに発足する「未来の夢計画」に関する

取り組みについて、Ｑ２）グローバル補助金のクラブとしての

取り組みの要否について、Ｑ３）Ｒ財団に関する質問事項 

の３つの事前アンケートに基づき、６テーブルに分かれテー

ブルディスカッションが行われました。

各テーブルから以下のような発表がありました。

Ｑ１）につきましては、「クラブ提唱のプロジェクト申請には、

クラブ内での体制づくりが必要である」、「補助金の対象とし

て認められる費目が限られて、使いにくいため、実施を見合

わせている」、「パイロット期間は、新しい補助金を使ったプロ

ジェクトを実施することを重視し、本来の地域のニーズを満

たすプロジェクトが実施できていない」等の意見が多く出さ

れました。

Ｑ２）のグローバル補助金については、「クラブで立案・計

画・実施することには限界があり、利用する計画はありませ

ん」というクラブが大半でした。

Ｑ３）のＲ財団に関する質問事項は、地区補助金クラブ

提唱のプロジェクトについての継続・金額・期間・資金使途

等の質問が多くありました。それらに対しては「補助金は公

金であるため、対象費目の限定や監査に対応できる管理や

報告の必要があることを理解していただきたい」、「申請時

に補助金対象プロジェクトとなるような工夫をしていただきた

い」、「グローバル補助金は複数年度での検討・立案・実施

が必要であり、その体制づくりをお願いしたい」などの回答

があり、テーブルディスカッションは終わりました。

次に、次年度地区補助金小委員会神崎信輔委員長よ

り、クラブ提唱のプロジェクトは地区６７クラブ中２６クラブか

ら申請があったことが報告され、その申請書類へのサポート

の現況報告およびプロジェクト実施にあたっての注意事項

についての説明がありました。

最後に、カウンセラーの小林完治パスト・ガバナーより、新

たな「未来の夢計画」についてのロータリー財団の考え、地

区補助金の仕組み等分かりやすく説明をいただきました。ま

たグローバル補助金の説明ならびに各クラブがグローバル

補助金の内容を理解いただき利用を考えて欲しい旨、そし

て全体の総括をいただきロータリー財団部門の協議会は終

了しました。

特集　地区協議会 2013.4.28　
ロータリー財団部門
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カウンセラー 葛尾　信弘 （パスト･ガバナー）
リ ー ダ ー 糸島　達也 （次期ガバナー補佐）
サブリーダー 藤原　健補 （次期ガバナー補佐）
サブリーダー 浅野　敏美 （次期ガバナー補佐）

1.インターアクト活動について

・インターアクターの情熱と顧問教師の熱意が発展への

ポイントとなる。

・私立高校の発展が大きい。

・増強には新入生に良さをPRしている。

2.ローターアクト活動について

・一部では会員の減少により休会状態のクラブがあり、ど

う増強に転じるか。

・増加に転じるには魅力あるクラブにすべきである。

・ロータリアンが一緒に汗を流すこと。

・ローターアクト地区大会を拝見するにロータリアンの情熱

が少ないのを見受ける。

・大学に設立要請しているが4年間の活動である為に、

かなりの援助をしなければ消滅の危険性がある。

※将来のロータリアン育成の為、インターアクト、ローターア

クトの増強を実践すべきである。

3.新世代奉仕活動の危機管理について

危機管理の意識が地区内では認知されていない。過去

のアンケートでは70パーセントのクラブが地区協議会で学び

たいと回答。

傷害保険に加入、危機管理に対する知識不足、危機管

理委員会から事例を指示してほしい。マニュアル整備が必

要。

カウンセラー

将来、日本社会を背負って立つ、インターアクト、ローターア

クトの青少年育成の重要性を述べられ、参加ロータリアンは

感動を受け、ロータリー活動の中に青少年奉仕を再認識し

た。

特集　地区協議会 2013.4.28　
新世代奉仕部門
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特集　地区協議会 2013.4.28　
事務局職員研修会

4月28日（日）森本信一次年度ガバナー年度の取組方針

等を理解していただくため、津山文化センターでの地区協

議会開会式の後、津山商工会議所にて事務局職員40名

出席のもと研修会を実施いたしました。

会議に先立ち、森本ガバナー･エレクト夫人参列のもと山

本地区副代表幹事より、地区テーマは特に設けず、RIテー

マ「ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」を地区の

テーマとし、事務局職員の皆様に期待するメッセージが伝え

られ、議題に入りました。

地区資金予算（案）・地区目標、主要事務、地区大会、ガ

バナー月信等について、森本ガバナー・エレクトの思いを込

めた企画の説明がされました。

その後、各RC事務局職員、ガバナー・エレクト事務局職

員（2名）の自己紹介をしていただき、和やかな雰囲気の中

で議事を修了する事が出来ました。

昼食後は、貸し切りバスで津山の歴史等を探訪していた

だきたく、3施設をご案内させていただきました。

最初に城下町の風情ある城東地区に立地する津山洋

学資料館を訪ね幕末から明治にかけて多くの人材を輩出

した津山の「洋学（蘭学）」の歴史を見学しました。

その後、津山郷土博物館にて、東京スカイツリーに展示さ

れている、津山藩お抱え絵師鍬形惠斎作の江戸一目図屏

風や津山藩主松平家の伝来の甲冑等美作地域の古代か

らの歴史に触れていただき、最後に、森本ｶガバナー・エレク

トが館長を務めるつやま自然のふしぎ館で、北極クマ、シベリ

アトラ、インドライオン等の世界でも数少ない貴重な野生動

物の剥製を見学しました。

最後に、来る10月6日の地区大会での再会を約し、研修

会を無事修了する事が出来ました。
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第１回 諮問委員会 報告

2013-2014年度 国際ロータリー第2690地区 地区資金予算
◎収入の部

◎特別会計費収入（年間）

科　　目 摘　　要2012-2013年度 2013-2014年度
◎収入の部

科　　目

科　　目

摘　　要

摘　　要

2012-2013年度

2012-2013年度

一人当
（円）

会員数
（名）

収入金額
（千円）

一人当
（円）

会員数
（名）

収入金額
（千円）

2013-2014年度

2013-2014年度
（金額単位：千円） （金額単位：千円）

（金額単位：千円）

日時：2013年7月6日(土) 12：00～14：30
会場：津山国際ホテル　 3階　 翔鶴殿

《報告事項》
1．2013-2014年度 第2690地区組織図（委員長変更）
　 他について
2．会員増強・ロータリー財団合同セミナー（案）について 
3．地区大会について
4．地区行事予定について    
5．ガバナー公式訪問について   
6．危機管理委員会について    
7．2014-2015年度 青少年交換派遣学生募集について

8．地区ロータリー財団委員長（2014-2015年度）について
9．地区ポール・ハリス・ソサエティ・コーディネーターについて
10．規定審議会報告    
11．米山記念奨学会委員会より   
12．その他
［地区ロータリー財団事務所より］
［松本ガバナー・エレクト事務所より］
［次回開催日の確認］平成25年10月5日(土）

前年度繰越金

地 区 資 金

雑 収 入

合 計

0

35，650

0

35，650

P E T S・ 地区協議会費

地 区 大 会 費

国 際 協 議 会 関 係 費

ガ バ ナ ー 連 絡 会

ガ バ ナ ー 補 佐 経 費

インターシティーミーティング

各 種 委 員 会 費

事 務 所 関 係 費
ガバナー事務所補助費

ガバナーエレクト事務所補助費

予 備 費

合 計

日本ロータリー連絡協議会分担金

国 際 青 少 年 交 換 資 金

新 世 代 奉 仕 資 金

世 界 社 会 奉 仕 資 金

職 業 研 修 チ ー ム 資 金

ガ バ ナ ー 月 信 購 読 料

地 区 大 会 分 担 金

規 定 審 議 会 出 席 積 立 金

ポ リ オ ・ プ ラ ス 協 力 金

地 区 R 財 団 事 務 所 資 金

公共イメージ向上アワード資金

合 計

1,800

1,400

1,500

2,000

1,400

1,100

9,000

14,500

2,000

950

35,650

500

1,600

2,000

1,000

1,000

5,000

100

1,300

800

13,300

1,550

4,960

6,200

3,100

3,100

15,500

310

4,030

2,480

41,230

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

500

1,600

2,000

1,000

1,800

5,000

100

1,300

800

13,300

1,550

4,960

6,200

3,100

5,580

15,500

310

4,030

41,230

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

3,100

1,800

1,400

1,500

2,000

1,400

1,100

9,000

14,500

2,000

950

35,650

エレクト事務所へ

エレクト事務所へ

50,000円×11名 交通費実費

100,000円×11名 交通費実費

エレクト事務所へ

0

35，650

0

35，650

11，500円×3,100名
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地区だより （2013年7月）
新会員ご紹介

ロータリー財団への寄付

住川英明
鳥取RC

矢谷英志
鳥取西RC

樋口茂人
鳥取中央RC

勝部芳子
米子RC

西宇建雄
米子南RC

牛尾　稔
米子南RC

池口由紀彦
米子東RC

秦野啓一
米子東RC

中島賢二
米子中央RC

木村　武
松江RC

荒木孝文
隠岐西郷RC

今岡和志
松江東RC

吉村日出国
松江しんじ湖RC

古山英明
出雲RC

田中　収
大社RC

大谷良治
平田RC

小松博幸
平田RC

市原　浩
益田RC 

小松　伸
江津RC 

久保田泰介
江津RC

岡田将拓
江津RC

佐々木一成
江津RC

平井俊光
玉島RC

古屋野勇
総社RC

西川浩二
高梁RC

薬師寺龍盾
高梁RC

槇田聖二
倉敷南RC

藤井　誠
児島RC

吉田誠五
津山RC

田渕常由
美作RC

石浦公一
美作RC

安原　博
岡山RC

井口博実
岡山RC

森脇雄二
岡山RC

屋敷利紀
岡山RC

松本　崇
岡山東RC

位田隆久
岡山北西RC

福島清一
岡山北西RC

小坂茂紀
岡山南RC

松本祥宏
岡山南RC

吉川隆一郎
岡山南RC

福島　斉
岡山南RC

飯塚久夫
岡山南RC

廣野景治
岡山北RC

高祖哲也
岡山北RC

竹原利彦
岡山西RC

岡原洋介
岡山備南RC

蓮池秀和
岡山丸の内RC

栗阪一郎
岡山丸の内RC

政木　誠
岡山丸の内RC

長岡芳博
松江東RC

藤原　清
岡山城RC

春名義之
岡山岡南RC

牧山政雄
津山RC

福岡睦子
岡山南RC

伊澤正信
岡山南RC

松本哲哉
米子RC

長岡芳博
松江東RC

塩飽繁樹
笠岡RC

西村　誠
新見RC

薬師寺公一
総社吉備路RC

秋山進彦
倉敷RC

池上　正
倉敷南RC

石井英行
岡山東RC

尾崎敏之
岡山南RC

木下素希
岡山南RC

大口寄付者 （レベル1）

ベネファクター

ポリオ・プラスへの寄付

鳥居　滋
岡山東RC

10 2 4 3
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米山記念奨学会への寄付

ロータリー財団への寄付

ポール・ハリス・フェロー

米 山 功 労 者

メモリアル・コントリビューター

伊藤文利
倉吉RC

中村莞爾
高梁RC

白髪克也
倉敷南RC

佐藤芳郎
岡山南RC

米山功労者メジャードナー

14 1 69・70 10

伊藤文利
倉吉RC

19

松井裕幸
松江RC

1

波多野秀明
松江RC

1

嘉村智美
岡山西南RC

4

桑原　洋
岡山西南RC

6

船橋弘晃
岡山東RC

1

石井英行
岡山東RC

5

齋藤博臣
岡山東RC

2

杉浦弘明
出雲RC

5・63・4

飯塚大幸
平田RC

1

河本正夫
高梁RC

10

原　弘道
倉敷瀬戸内RC

1

桑折祐子
倉敷瀬戸内RC

1

丸尾重仁
倉敷瀬戸内RC

1

真邉和美
岡山南RC

5

大和豊子
岡山南RC

9

伊澤正信
岡山南RC

5

木下素希
岡山南RC

3

尾崎敏之
岡山南RC

5

田村陽久
岡山南RC

2

山本英義
岡山城RC

1

波多野秀明
松江RC

1

飯塚大幸
平田RC

1

永野雅博
大田RC

5

前田哲男
笠岡RC

3

佐野重治
総社吉備路RC

2

橋本　譲
倉敷RC

37

三宅典一
倉敷南RC

1

和田　聡
倉敷南RC

1

白髪克也
倉敷南RC

62・63

船橋弘晃
岡山東RC

2

石井英行
岡山東RC

3

冨岡正機
岡山東RC

1

齋藤博臣
岡山東RC

2

赤木　匠
岡山後楽園RC

1

西山　悟
岡山後楽園RC

3

梶谷勝彦
岡山南RC

5

水内淳一
岡山南RC

3

佐藤治男
岡山南RC

1

佐藤芳郎
岡山南RC

9

重近　実
岡山南RC

2

田村陽久
岡山南RC

3

鳥越良光
岡山南RC

2

宇治郷　亘
岡山南RC

3

大和豊子
岡山南RC

11

津嶋　明
岡山城RC

1

岡山後楽園RC…末光　茂が故母末光千鶴のために 岡山南RC…米田盛造(松江RC名誉会員)が故中島　保P.Gのために
岡山南RC…濱野登美子が故夫濱野早苗のために　 岡山南RC…佐伯雅生が故妻佐伯好江のために

長岡芳博
松江東RC

9
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クラブ特別寄付（年次寄付）
倉吉RC  56ドル（その他） 鳥取西RC  570.06ドル（新入会員寄付）
倉吉中央RC　22ドル（その他） 出雲中央RC　44ドル（その他） 
笠岡RC　274.70ドル（ミリオンダラーミール） 玉島RC　672ドル（その他） 
新見RC　480ドル　 笠岡東RC　212.12ドル（ミリオンダラー）
倉敷RC　3393.93ドル（その他） 
倉敷南RC　63ドル（2ドル寄付）744ドル（ロータリアン誌寄付）
倉敷瀬戸内RC　700ドル（？） 岡山RC　355ドル（新入会員寄付、その他）
岡山西RC　219ドル（3ドル寄付） 岡山西南RC　58ドル（その他）

年次寄付にご寄付いただいた方々

赤畠　健、赤木　匠、秋定　健、秋山義信、荒木賢治、浅海淳一、土井基之、土井志郎、藤本隆志、藤本洋平、藤原　學、
深井豊久、福光富則、福島正春、蜂谷真規、長谷博明、畠瀬真治、池上　孝、居森正而、犬養吉晴、岩根宏行、片山康雄、
川本平山、岸本泰博、小坂和也、小山幹雄、國貞繁樹、丸山夏樹、松井浩明、宮崎雅史、中村淳一、中村善一、那須保友、
西山　悟、岡本営松、岡村和則、小野　剛、大角雄三、大塚康吉、佐伯行生、眞田信二、芝田堅志、末光　茂、髙原弘海、
高山雅之、田邊敬三、谷本光音、鳥越貞成、内山満義、宇喜多俊材、内海睦雄、吉田啓一、由良眞言
秋山秀行、安藤佳子、有松由恵、有元　稔、浅田昭治、浅原道尚、浅野　薫、江草安彦、江尻博子、藤澤　茂、藤田英彦、
藤田成美、藤原広豊、藤原　和、藤原京子、藤原　惠、福岡睦子、浜田　淳、春木　茂、長谷川威、橋本光司、畑島美緒、
平川清高、蛭田二郎、本田範行、堀井茂男、池田和眞、生本　覚、今井　健、今村浩靖、石橋雅則、石谷祐一、石井栄一、
石井清裕、岩上憲昭、岩﨑増英、伊澤正信、神野　恵、神野時有、香川昌久、梶原康彦、梶谷勝彦、加計孝太郎、金枝敏明、
岡　溥、形山保淑、川野壮一、貴田　茂、木村秀幸、木村　徹、木下育子、木下素希、北原哲五郎、喜多嶋康一、
小出和久、小池将文、小松原正吉、近藤弦之介、川口州男、國廣秀司、國富郷太郎、國富保太、黒田季之、黒瀬敦美、
黒瀬仁志、槇野博史、真邉和美、間野正之、松畑煕一、光吉　宏、宮地　敬、宮地敬幸、宮下附一竜、水内淳一、森田　学、
守屋勝利、永野公之、長尾幸次郎、長家　靖、永山久人、中島康博、中島洋子、中山雅弘、難波義弘、新内芳之、仁木　壮、
西川智晴、信江　茂、延原正浩、延原　正、野島　豊、野瀬洋輔、小幡篤志、小田　浤、小川　健、小川清弘、尾原淑子、
大平真澄、大道卓也、大岩道典、岡部錦一郎、岡崎世作、大西康正、小野山嘉木、太田弘之、尾崎敏之、佐伯雅生、
榊原　敬、眞田良則、佐藤治男、佐藤　潔、佐藤昌信、佐藤芳郎、柴田　厚、重近　実、清水富江、篠田純男、白神久志、
砂田治男、多田　駿、高木晶悟、高橋隆一、高松屋暢克、高谷道夫、武谷信彦、滝川正春、田村陽久、田村　哲、田中一宏、
田中茂敬、戸田正志、友田重文、鳥越良光、豊福幸男、坪井宏通、坪井祥隆、辻　誠一、塚本博視、内田通子、上本延一、
宇治郷亘、畦平雅由、渡邊達夫、山田都一、山本敬史、山根　学、大和豊子、安井英規、吉本やよい、𠮷村充司、
湯浅信夫、小坂茂紀、松本祥宏、吉川隆一郎、福島　斉、飯塚久夫
安達　學、秋山裕一、浅野敏美、藤澤敏典、藤原眞人、福島孝彦、伏見　正、春田明俊、長谷川雅三、廣田康孝、本徳智英、堀登詩貴、
堀　敬夫、井村　誠、井上　勳、嘉村智美、河合智哉、桔梗博充、小橋祐治、小林完治、小林和義、小林孝一郎、古南倫子、近藤和二、
小山敏章、熊谷泰美、黒岩晃一、楠本俊憲、桑原　洋、松原龍之、松下典裕、三村元博、本山康代、森　英文、村上伯夫、西垣和三郎、
野口治代、岡本匡史、小野　稔、大西哲夫、太田英利、大内皓雄、尾坂　功、斉藤純二、坂本裕平、佐藤弘一、佐藤能之、椎原裕二、
末吉周平、角南義文、田口一子、竹下俊彦、田中英樹、内山一三、上田泰輔、和田治郎、安永幸賢、油谷直幸

岡山後楽園RC・・・

クラブ特別寄付

クラブ普通寄付
鳥取RC…… 177,000円 倉吉東RC…… 84,000円 鳥取西RC…… 130,000円 鳥取中央RC… 95,000円
境港RC…… 110,000円 松江RC…… 160,000円 松江南RC…… 160,000円 松江東RC…… 140,000円
出雲RC…… 117,500円 出雲南RC… 300,000円 出雲中央RC… 110,000円 益田RC……… 100,000円
浜田RC…… 135,000円 大田RC……… 48,000円 江津RC……… 80,000円 益田西RC…… 150,000円
笠岡RC…… 147,000円 玉島RC……… 70,000円 井原RC……… 112,500円 総社RC……… 95,000円
新見RC…… 72,000円 笠岡東RC…… 114,000円 倉敷RC……… 336,000円 倉敷南RC…… 252,000円
児島RC…… 72,500円 児島東RC…… 52,500円 倉敷瀬戸内RC… 87,500円 倉敷東RC…… 100,000円
倉敷中央RC…35,000円 津山RC…… 215,000円 美作RC………… 70,000円 津山西RC…… 80,000円
津山中央RC…40,500円 岡山RC…… 262,500円 岡山後楽園RC… 132,500円 岡山南RC…… 459,000円
玉野RC…… 87,500円 岡山中央RC… 200,000円 岡山西南RC…… 145,000円 岡山備南RC…… 75,000円
岡山城RC… 75,000円 岡山岡南RC… 87,500円 岡山西RC……… 182,500円 倉吉中央RC…… 55,000円

出雲RC……100,000円（米山ランチ）

特別寄付をいただいた方々

岡山中央RC・・・

岡山南RC・・・・・・

岡山西南RC・・・・・

米山記念奨学会への寄付

青山　肇、荒木雷太、浅田祐次郎、武用君彦、江原芳男、井上博之、入野昭三、石津日出男、岩城孝男、甲斐志郎、
梶田良雄、河田隆介、　河田佳子、川口慶行、河本範義、木口盛雄、小林敏成、小西忠孝、河野昌晴、小武守研二、
眞木哲之、三澤壮一郎、守谷欣明、中野和之、仁木安一、小田　慈、小川　昇、小野　隆、尾坂明義、太田正和、
杉山　守、田中秀和、田中宏一、湛増泰太郎、浦田永二、渡邉浩哉、山下　子、横畑利行、吉田治郎、吉田　守
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DPG 延原 正（岡山南RC）
故 中島 保DPGの在りし日の寛容にして恩情あふれるお人柄を偲びつつ、いただきましたご懇情に感訪いたし、謹んでご冥
福をお祈り申し上げます。岡山南RCのチャーターメンバーとして1956年に参加されて以来、会長・幹事などクラブの運営発展に
活躍され、そして1986-87度の国際ロータリー第2690地区ガバナーに就任されました。
DPGになられて後もRI拡大委員として赫赫たる成果をあげられ、今でも全国で語り草となつています。数々のRI委員を務めら

れ、メジャードナー・米山功労者として、また模範的で人道的ロータリー活動を継続してきたロータリアンの最高の栄誉賞である
「超我の奉仕賞」を1997-98年度に地区内最初に受賞されました。私が、中島DPGに最も感銘を受け尊敬いたしていましたこと
は、判断力と決断力の素晴らしさでありました。速くて、正確であることは、無比であると思います。これは常の人には備わることが
ない、死線(生死の境)を幾度となく超えた人のみが達することのできる境地であると思います。
お仕事も名実ともに世界一になられたことを確認されて旅立たれました。素晴らしい人生であったと思います。
中島DPG多くのご指導ありがとうございました。 感謝 感謝であります。

”互恵取引の排斥・共存拒否思想の放棄・Noblesse Oblige“
－敬愛する故 村江 正名ＤＰＧのご遺徳を称えるー
ＲＩ元理事　渡辺　好政

私は、村江ガバナー（1988-’89）年度の児島ロータリークラブ会長であったというご縁を得て、村江正名先
生から、多くのことを学ばせていただきました。村江先生は、「渡辺君は、わが地区で、ＲＩ理事職にいちばん
近い立場にいるので、その夢を持ち、研鑽を積み、精進してほしい。私は、心から応援しているから。」とお話
になり、そのお言葉のように、私の地区ガバナー年度、そして、ＲＩ理事年度には、地区諮問委員会におきまし
ても、強力なご支援のお言葉を賜りました。村江先生から賜りましたそれらのご配慮に対し、私は、今は亡き
先生の御霊に、心からなる感謝の誠をお捧げいたします。
村江ガバナー年度、メルボルン出身のロイス・アビーＲＩ会長のテーマは、「ロータリーに活力を－あなたの
活力を」であり、村江ガバナーは、地区のサブテーマとして、「ロータリーに夢を」を掲げられ、地区ロータリアン
の先頭に立たれ、奉仕活動に邁進されました。先生は、何代もの医家に生を享けられ、ご尊父・ご親戚の

ロータリー家族のＤＮＡを引き継がれ、それに、日頃の研鑽に裏打ちされたロータリーへの英知の結集を、わかりやすい表現で、
満面の笑顔ととともに、地区全体のロータリアン各位に語りかけられました。そして、出会いを大切にされ、関係者には必ずお便り
をされました。それらは、6８0頁に及ぶ先生のご高著「むらすずめ」に全文が記載されています。本稿の表題は、村江先生が、常
に、強調されていた3つの柱であります。先生は、ロータリアン一人一人が、その立ち位置を自覚し、夢を持ち続けることが、ご自身
にも、クラブにも、また、地区にも、ひいては、ロータリー全体に良い結果をもたらすと結ばれていました。
今は亡き、村江先生のご冥福を心からお祈りいたします。合掌

◆◆ 訃報 ◆◆

◆◆ 弔辞 ◆◆

謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

荒田 英毅 会員
（鳥取中央RC）
2013年7月19日ご逝去（享年70歳）
1989年6月5日入会
（株）千代田工務店　代表取締役
建築工事
1995－96年度会長（SAA、幹事、副会長、国際奉仕委員長他）
ベネフェクター、ポール・ハリス・フェロー、第3回米山功労者 

片山 義久 会員
（岡山東RC）
2013年7月26日ご逝去（享年75歳）
1969年2月8日入会　創立会員
（株）アジアの風　代表取締役社長
日本語教育
1998－99年度第31代会長（各種委員長歴任）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　2回
米山功労者　3回

中島　保 会員
（岡山南RC）
2013年7月2日ご逝去（享年94歳）
1956年12月15日入会
ナカシマホールディングス（株）　名誉会長
プロペラ製造
1986－87年度第2690地区ガバナー
1977－78年度第22代会長

末吉　豊 会員
（岡山南RC）
2013年7月19日ご逝去（享年84歳）
1973年10月20日入会
中国空瓶（株）顧問
ガラスビン販売
1995－96年度第４０代会長

故 中島 保ＤＰＧ偲んで

故村江正名DPG
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（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュースハイライトよねやま

★寄付金速報 ― 2013-14年度のスタートは…
2013-14年度最初の月である7月の寄付金は約2億500万

円で、前年度に比べて10.8％増、約2,000万円の増加となりま
した。普通寄付金が9.3％増、特別寄付金が15.3％増と、2009
年度以来4年ぶりに2億円の大台を突破する好調な滑り出しと
なりました。
★来春採用の奨学生募集がスタート
2014年4月採用の新規奨学生募集が始まります。地区米山

奨学委員会からの報告により決定した指定校は全国で531校
（前年度500校）、指定校からの被推薦者数は1,543人（前年度
1,490人）で、この中から新規採用奨学生約500人が選ばれま
す。募集要項・申込書は8月中旬、指定校宛てにメールで送付
予定です。また、当会ホームページからもダウンロードできま
す。
★ネパール米山学友会創立総会のお知らせ
今秋ネパールに5番目の海外米山学友会が誕生します。記念
すべき創立総会は10月19日（土）17時から、首都カトマンズ市
内のホテル・デル・アンナプルナにて開催されます。学友会の
設立によって母国ネパールと日本との関係がより強くなるこ
とを願い、在日学友のギリ・ラムさん（1998-2000／室蘭ＲＣ
／東京米山友愛ＲＣ会員）やマノハル・ラル・シュレスタさん
（2001-02／大阪大淀ＲＣ）らも、現地の学友たちと力を合わ

せて、準備を進めています。
★米山学友が大阪に大集合！ ― 関西米山学友会 ―
「米山奨学生学友会（関西）」（第2660地区）の総会及び新規奨
学生歓迎会が7月7日、大阪市内で開かれました。 今年度は
「米山学友大集合」をテーマに広く参加を呼びかけ、台湾・韓
国・中国・タイの海外各学友会のほか、第2570・2620・2640・
2650・2690・2760地区の国内学友会から、ロータリアンも含
めて総勢175人が大集合する盛大な会となりました。
★初ホームカミングに親善大使を招へい ― 第2680地区 ―
7月28日、国際ロータリー第2680地区米山記念奨学委員会が
主催する「米山奨学セミナー」が神戸市内で開催され、大室ガ
バナー、滝澤ガバナーエレクト、クラブ会長・米山委員長、カウ
ンセラー、現役奨学生など計155人が参加しました。
ホームカミング制度は地区で毎年2人まで招待でき、費用の補
助もあります（上限あり）。ぜひご活用ください！

公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3F
Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承
ります。また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介
を致します。

〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階　TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　
http://www.rotary-bunko.gr.jp　開館＝午前10時～午後５時　休館＝土・日・祝祭日

文　庫

通　信

［上記申込先：ロータリー文庫］

地区大会講演他より

ロータリー文庫

（311号）

◎「ロータリーの奉仕と平和」 朴　　柱寅 2012 9p （D.2790地区大会記念誌）
◎「国際ロータリー長期計画について」 南園　義一 2013 7p （『ロータリーの友』と共に）                 　　
◎「国際ロータリー2013年
　　　　　規定審議会提出立法案採決結果一覧表」 加藤　玄静 2013 13p （国際ロータリー2013年規定審議会報告書）
◎「会員増強をうながす職業奉仕」 田中　　毅 2013 11p （2680地区研修セミナー講演集）
◎「国際情勢とロータリーの役割」 羽賀　友信 2013  2p （D.2560地区大会記録）　　　
◎「ロータリーは宗教か」 進　　保政 2013 2p （D.2720月信）
◎「初期ロータリー外史」 鈴木　　宏 2013 12p （D.2550月信）
◎「『素晴らしいロータリーへの再生』のために
　　　　　　　　　　　　　『クラブの活性化』を」 山下　皓三 2013 3p （D.2730月信）
◎「再びロータリーとは」 石丸鐵太郎 2013 2p （D.2680月信）

先
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

P2・3ガバナーメッセージ
　

地区だより8月号（Voｌ.2）に
下記の誤りがありましたので、
訂正してお詫び申し上げます。

年次大会記事中の日付
7月→6月

◎創立記念式典
鳥取中央RC  2013年11月16日㈯お知らせ
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出席報告（2013.7月）

クラブ名 make-up 後
出席率

ホームクラブ
出席率

例
会
数

会　員　数

7月1日 7月末 内女性
会　員 増減

第
１
グ
ル

プ

鳥 取 99.56% 84.30% 4 59 57 3 2

1

△

△

倉 吉 89.73% 76.34% 4 56 56 3 0

鳥 取 北 84.81% 81.28% 5 50 50 6 0

智 頭 84.00% 72.00% 5 10 10 0 0

倉 吉 東 95.23% 72.61% 4 42 42 3 0

鳥 取 西 86.06% 80.77% 4 52 53 0 1

鳥 取 中 央 84.87% 81.58% 4 38 38 0 0

倉 吉 中 央 93.64% 65.45% 5 22 22 2 0

計⑻ 89.74% 76.79% 329 328 17

第
２
グ
ル

プ

米 子 78.42% 56.81% 4 63 64 3 1

米 子 南 86.29% 69.04% 4 52 53 3 1

境 港 78.41% 68.18% 4 44 43 0

米 子 東 81.24% 70.75% 4 87 89 6 2

米 子 中 央 78.47% 63.89% 4 35 36 2 1

計⑸ 80.57% 65.73% 281 285 14 4

第
３
グ
ル

プ

松 江 88.63% 72.15% 5 64 65 0 1

松 江 南 92.92% 85.36% 4 64 63 4

隠 岐 西 郷 79.95% 67.33% 5 22 23 0 1

松 江 東 94.97% 84.08% 4 56 57 0 1

松江しんじ湖 94.55% 81.71% 4 65 66 11 1

計⑸ 90.20% 78.13% 271 274 15 3

第
４
グ
ル

プ

出 雲 76.20% 66.67% 4 47 48 1 1

大 社 81.10% 75.00% 4 47 47 2 0

出 雲 南 92.37% 78.72% 4 60 60 7 0

平 田 88.96% 85.71% 4 40 42 2 2

出 雲 中 央 86.36% 81.25% 4 44 44 3 0

計⑸ 85.00% 77.47% 238 241 15 3

第
５
グ
ル

プ

浜 田 86.26% 76.44% 4 54 54 1 0

益 田 100.00% 86.25% 4 19 20 2 1

江 津 84.43% 79.04% 5 32 37 0 5

大 田 88.89% 80.90% 4 24 24 3 0

益 田 西 94.67% 76.00% 5 30 30 4 0

計⑸ 90.85% 79.73% 159 165 10 6

第
６
グ
ル

プ

笠 岡 95.35% 90.12% 4 49 49 0 0

玉 島 87.49% 84.52% 5 28 29 1 1

井 原 76.14% 68.96% 5 45 45 4 0

総 社 89.58% 85.42% 4 38 39 7 1

高 梁 88.75% 79.38% 4 39 41 1 2

新 見 79.79% 70.21% 4 24 23 1 　1

笠 岡 東 96.05% 88.16% 4 38 38 1 0

総社吉備路 87.34% 82.28% 5 33 33 2 0

計⑻ 87.56% 81.13% 294 297 17 3

クラブ名 make-up 後
出席率

ホームクラブ
出席率

例
会
数

会　員　数

7月1日 7月末 内女性
会　員 増減

第
７
グ
ル

プ

倉 敷 99.05% 84.44% 4 84 84 0 0

倉 敷 南 90.55% 72.65% 4 63 64 5 1

児 島 78.41% 69.59% 5 29 30 0 1

児 島 東 98.81% 95.24% 4 21 21 0 0

倉敷瀬戸内 89.96% 74.95% 4 35 35 3 0

倉 敷 東 92.80% 89.54% 4 40 40 4 0

倉 敷 水 島 92.77% 91.57% 5 24 24 0 0

倉 敷 中 央 72.92% 72.92% 4 14 14 3 0

計⑺ 89.41% 81.36% 310 312 15 2

第
８
グ
ル

プ

津 山 80.41% 63.39% 4 86 87 3 1

美 作 86.23% 85.51% 4 35 37 1 2

津 山 西 91.60% 84.03% 4 32 32 5 0

真 庭 91.61% 81.94% 5 34 34 0 0

津 山 中 央 79.17% 78.13% 4 27 27 3 0

計⑸ 85.80% 78.60% 214 217 12 3

第
９
グ
ル

プ

岡 山 91.36% 78.02% 5 105 109 0 4

岡 山 東 93.64% 90.56% 4 88 88 0 0

備 前 76.15% 70.40% 4 65 65 　 0

岡山後楽園 86.79% 75.47% 4 53 53 0 0

岡 山 北 西 89.66% 79.70% 4 51 53 　 2

赤 磐 63.16% 56.58% 4 19 19 0 0

計⑹ 83.46% 75.12% 381 387 　 6

第

グ
ル

プ

岡 山 南 82.54% 74.02% 5 153 156 15
12

3

9

3

玉 野 83.57% 79.29% 4 35 35 0 0

岡 山 北 82.68% 69.26% 5 45 47 0 2

岡 山 中 央 90.24% 78.57% 4 40 40 2 0

牛 窓 100.00% 100.00% 4 5 5 0 0

岡 山 旭 川 79.81% 75.68% 5 27 27 1 0

計⑹ 86.47% 79.47% 305 310 18 5

第

グ
ル

プ

岡 山 西 86.70% 75.87% 4 73 74 7 1

岡 山 西 南 90.63% 82.14% 4 58 58 4 0

岡 山 備 南 82.24% 79.44% 4 30 31 2 1

岡山丸の内 85.11% 75.89% 4 33 36 2 3

岡 山 城 98.02% 94.95% 4 25 26 1 1

岡 山 岡 南 85.71% 77.14% 5 35 36 5 1

計⑹ 88.07% 80.90% 254 261 21 7

クラブ数 67RC
７月１日現在会員数 3,036 名
７月末日会員数 3,077 名
内　女性会員数 166 名
純増 41名

７月出席率 make-up 後 87.22%
ホームクラブ 77.99%

1△

1△

△
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事 務局だより

平安時代に編纂された国史「続日本紀」によると美作の国（岡山県北東
部 )は和銅6年（713）備前の国の6郡を割いて置かれたとあります。これ
は国際ロータリ第2690地区第8ｸﾞﾙｰﾌﾟの位置とほぼ重なります。平成25
年（2013）は、美作の国が誕生してから1300年にあたります。

　　　　

■森本信一ガバナー事務所

〒708-0022 岡山県津山市山下98-1
津山社会教育文化財団 内
ＴＥＬ（0868）35－2307 ＦＡＸ（0868）35－2308
E-mail info@rid2690.jp
http://www.rid2690.jp/
（ホームページよりPDFをダウンロードできます。）

黒岩高原一帯の水を集めて落下するこの滝は標高830ﾒｰﾄﾙに位置
し、通常の滝とは異なり黒色の玄武岩の積層の上を、約50ﾒｰﾄﾙわたり
放物線を描いて水しぶきを上げながら落下している、滝の全貌を一望
に見ることは難しい。その姿はまるで白布を晒しているようにみえるこ
とから「布滝(のんだき)」と呼ばれるようになった。水煙をあげる滝壺の
あたりに立つと真夏でも肌寒さを覚える。 （第8グループガバナー補佐 髙矢滿雄）

2013-2014年度 第2690地区ガバナー事務局は、津山城跡の玄
関口にある森本慶三記念館の一部を使用して、津山の歴史を感じながら
頑張っています。
建物は国の有形登録文化財で、玄関を一歩入ると暖かな色合いの木

造の階段、漆喰の天井、レトロな雰囲気は、どこか懐かしい大正ロマンで
す。
それぞれのクラブが、ＲＩテーマの「ロータリーを実践し、みんなに豊か

な人生を」に沿った活動ができ、心に残る一年になりますよう努力して行
きたいと思います。
最後に自己紹介が遅れましたが、文化系の山本と体育会系の田渕の

コンビが事務局員として皆様方のお世話を精一杯させて頂きます。お近
くに来られた際には、是非とも事務局にお立ち寄り頂けると幸いです。森
本ガバナーをはじめ事務局一同、心よりお待ちしています。
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